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PCalcPhi.exe（累積正規分布）の使い方 
 
プログラム PCalcPhi.exe は累積正規分布関数 ( )zΦ の値を求めるものである。このプログ

ラムを起動すると図１のフォームが表示される。 

 
zの値を図２のように設定して「計算」ボタンをクリックすると ( )zΦ の値が算出されて図

３のように表示される。 

 

 

図１ 起動時に提示されるフォーム 

値の設定 

図２ 値の設定 
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図３では、 ( )zΦ の値 0.841345が pの値として表示されている。すなわち、 
 

( ) 841345.00.1 =Φ  
 
である。 
 
 

図３ 計算結果の表示 
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PCalcZ.exe（ガウス変換）の使い方 
 
プログラム PCalcZ.exe は ( )pZ の値を求めるものである。このプログラムを起動すると図

４のフォームが表示される。 

 
p の値を図５のように設定して「計算」ボタンをクリックすると ( )pZ の値が算出されて図

6のように表示される。 

 

図４ 起動時に表示されるフォーム 

P の値の
設定 

図５ pの値の設定 
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図６では、 75.0=p に対する ( )pZ の値がｚの値として 0.67448975が表示されている。す
なわち、 
 

( ) 67448975.075.0 =Z  
 
である。 
 

図６ ( )pZ の値の表示 
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PCalcChi2.exe（カイ２乗分布の限界値）の使い方 

 
プログラム PCalcChi2.exeを起動すると図７のフォームが表示される。 

 
図８のように上側確率と自由度を設定する。 

 
値の設定後、「計算」ボタンをクリックすると設定値に対応する限界値が算出されて図９の

ように表示される。 

図７ 起動時に表示されるフォーム 

上側確率の

設定 

自由度の

設定 

図８ 上側確率と自由度の設定 
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図９では、上側確率 p=0.05 に対応する自由度 10 のカイ２乗分布における限界値
18.3070381が表示されている。すなわち、 
 

( ) 05.03070381.182
10 =>ΧP  

 
である。 
 
 

図９ 限界値の表示 
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PCalcChi2Prob.exe（カイ２乗分布の累積分布）の使い方 

 
 プログラム PCalcChi2Prob.exeを起動すると図１０のフォームが表示される。 

 
図１１のように

2χ の値と自由度を設定する。 

 

値の設定後、「計算」ボタンをクリックすると累積確率が算出されて図１２のように表示さ

れる。 

図１０ 起動時に表示されるフォーム 

2χ の値の

設定 

自 由 度

の設定 

図１１ 値の設定 
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図 12では自由度３のカイ２乗分布分布に対する 25.62 =χ における累積確率 0.89994が表
示されている。すなわち、 

( ) 89994.025.62
3 =<χP  

である。 
 
 

図１２ 計算結果の表示 


